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し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
先
生
方
も
加
わ
り

「
レ
ス
ト
ラ
ン
白
金
」
に
て
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
昨
年
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
、
食

品
学
科
18
期
の
小
野
要
代
議
員
よ
り
復

興
状
況
説
明
と
、
お
見
舞
い
お
礼
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
互
い
の
交
友

を
深
め
ま
し
た
。

『
平
成
28
年
度
事
業
報
告
』

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
、
お
よ
び
各
種
情
報
を
含
む
会

報
を
平
成
28
年
９
月
と
平
成
29
年
３
月

に
２
回
発
行
し
た
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
し
た
。

３
．
会
員
の
現
状
の
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
た
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

関
西
地
区
の
会
員
を
主
な
対
象
と
し

た
親
睦
会
を
平
成
28
年
９
月
に
神
戸
市

に
て
開
催
し
た
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
お
よ
び
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
等
、
卒
業
生
に
よ
る
集
会
費
用
の
一

部
助
成
し
た
。

６
．
学
部
・
学
生
と
の
懇
談
会
の
開
催

　

学
部
教
員
お
よ
び
在
学
生
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
た
。

「
平
成
29
年
度

　
　

三
水
会
定
期
総
会
報
告
」

　

平
成
29
年
５
月
20
日
（
土
）
午
後
５

時
よ
り
北
里
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
薬

学
部
一
号
館
１
４
０
２
教
室
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
三
水
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
議
員
総
数
50
名
に
対
し
、
出
席
数

49
名
（
本
人
出
席
35
名
、
委
任
状
提
出

者
14
名
）
欠
席
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
議
長
団
の
選
出
で
は
議
長
に

水
産
食
品
学
科
３
期
・
藤
森
年
三
氏
、

続
い
て
議
事
録
署
名
人
に
は
水
産
増
殖

学
科
９
期
・
朝
日
田
卓
氏
、
水
産
増
殖

学
科
９
期
・
小
原
初
恵
氏
を
選
出
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
議
事
に
入
り
執
行
部
よ
り
、

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
監
査
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
平
成
29
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

総
会
終
了
後
、
同
教
室
に
て
来
賓
と

し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
学
校
法
人
北
里

研
究
所
常
任
理
事
の
緒
方
武
比
古
先
生

よ
り
法
人
役
員
の
立
場
か
ら
、
大
学
・

法
人
の
近
況
と
課
題
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
菅
野
信
弘

海
洋
生
命
科
学
部
長
よ
り
写
真
を
交
え

て
、
学
部
の
近
況
等
の
お
話
が
あ
り
ま

平成28年度収支決算書
平成29年３月31日現在

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 決算額 科　　目 予算額 決算額

１．事業費

⑴ 会報の発行費

⑵ 三水会HPの運営費

⑶ 親睦会の開催費

⑷ 同期会等助成費

⑸ 大学･学生との懇談会費

⑹ 準会員活動助成金

⑺ 就職ガイダンスの開催費

⑻ 漁船海難遺児育英会寄付

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

４．次年度繰越金

3,700,000

2,300,000

200,000

 400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

2,370,000

420,000

700,000

300,000

900,000

50,000

3,932,002

2,988,902

2,165,922

120,000

200,000

45,000

24,200

150,000

233,780

50,000

1,807,433

261,554

532,351

251,430

762,098

0

5,202,812

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

4,537,000

724,000

4,728,002

3,000

10,000

4,537,000

724,000

4,728,002

145

10,000

合　　計 10,002,002 9,999,147 合　　計 10,002,002 9,999,147

財　産　目　録
平成29年３月31日現在

＊一般会計（円）
預金等

みずほ銀行　　　　　　　　三ツ境支店
山梨中央銀行　　　　　　　　小沼支店
みずほインベスターズ証券　　新宿支店

普　1159267
普　214393
ＭＭＦ

301,017
4,288,572
606,788

現　　　金 6,435

合　　　計 5,202,812

＊特別会計（円）
（1）事業積立金
みずほインベスターズ証券　　新宿支店 ＭＭＦ 1,000,000

（2）大学助成金
ゆうちょ銀行　〇八八　　088 普　15963761 150,141

※ 一般会計「準会員活動助成」の対象とならない北里大学や準会
員以外の団体等に対する助成を目的とする積立金

監　査　報　告

　三水会規約に基づき、提出された収支決算書の各事項に
ついて監査を行った結果、その内容は適当なものと認めます。

平成29年５月20日

監事　伴　　圭司
監事　大野　良樹
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報
を
平
成
29
年
９
月
と
平
成
30
年
３
月

の
二
回
発
行
す
る
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
す
る
。

３
．
会
員
の
現
状
の
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
る
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

各
地
区
の
会
員
を
対
象
と
し
た
親
睦

会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
度
は
平
成
29
年
７
月
に
関
東
地

区
親
睦
会
、
平
成
30
年
２
月
に
北
海
道

地
区
親
睦
会
を
開
催
予
定
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

等
、
卒
業
生
の
集
会
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

６
．
懇
談
会
の
開
催

　

学
部
教
員
お
よ
び
在
学
生
等
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
意
見
交
換
を
行
う
。

７
．
準
会
員
活
動
助
成

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
経
費
、
準
会
員
活
動

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

８
．
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
を
講
師
に
迎
え
、

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
海
洋
生
命
科
学
部

在
学
生
を
対
象
に
行
う
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
に
対
し
、
寄
付
を

行
う
。

行
っ
た
。

10
．
東
日
本
大
震
災
に
係
る
支
援
活
動

や
義
援
金
活
動
の
実
施

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
大
船
渡
市
三
陸
町
に
も

甚
大
な
る
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴

い
、
被
災
さ
れ
た
三
陸
町
の
方
々
を
支

援
す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
引
き
続
き

募
金
活
動
を
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

行
っ
た
。

『
平
成
29
年
度
事
業
計
画
』

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
、
お
よ
び
各
種
情
報
を
含
む
会

７
．
準
会
員
活
動
助
成

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
経
費
、
準
会
員
活
動

経
費
の
一
部
を
助
成
し
た
。

８
．
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
を
講
師
に
招
い
た

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
海
洋
生
命
科
学
部

在
学
生
を
対
象
に
、
相
模
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
開
催
し
た
。
今
年
度
は
、
初
の

試
み
と
し
て
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
、

軽
食
を
取
り
な
が
ら
講
師
と
参
加
学
生

と
の
交
流
会
を
行
っ
た
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
に
対
し
、
寄
付
を

平成29年度予算

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 科　　目 予算額

１．事業費

⑴ 会報の発行費

⑵ 三水会ＨＰの運営費

⑶ 親睦会開催費

⑷ 同期会等助成費

⑸ 懇談会費

⑹ 準会員活動助成金

⑺ 就職ガイダンスの開催費

⑻ 漁船海難遺児育英会寄付

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

3,750,000

2,350,000

200,000

400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

2,370,000

420,000

700,000

300,000

900,000

50,000

4,493,812

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

4,656,000

742,000

5,202,812

3,000

10,000

合　　計 10,613,812 合　　計 10,613,812
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い
は
こ
の
場
合
「
救
援
」
が
よ
り
相
応

し
い
表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
食
料

な
ど
の
救
援
物
資
を
満
載
し
て
、
相
模

原
を
発
っ
て
白
金
を
経
由
し
、
三
陸
へ

向
か
う
ト
ラ
ッ
ク
に
同
乗
し
た
、
内
藤

文
隆
副
会
長
の
道
案
内
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
白
金
を
出
た
の
が
何
日
な
の
か
、

記
憶
で
は
曖
昧
な
の
で
す
が
、「
３
月

13
日　

夕
方
・
本
部
よ
り
支
援
物
資
到

着
（
内
藤
君
）
食
料
、
飲
料
、
衣
類
、

ガ
ソ
リ
ン
、
発
電
機
？
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
記
録
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ

ク
は
大
震
災
の
翌
日
の
夜
、
三
陸
に
向

か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

記
録
に
は
「
ガ
ソ
リ
ン
」
の
文
字
が

頻
繁
に
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車

の
運
転
や
発
電
に
お
い
て
、
極
め
て
貴

重
な
物
資
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま

す
。
３
月
15
日
の
10
：
00
に
は
「
・
同

窓
会
、
本
部
と
ガ
ソ
リ
ン
調
達
の
や
り

取
り
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

頃
、
長
屋
信
博
・
初
代
三
水
会
会
長

（
現
・
全
国
漁
業
協
同
組
合 

代
表
専

務
理
事
）
が
中
心
と
な
っ
て
手
配
し
た

ガ
ソ
リ
ン
を
満
載
し
た
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
が
、
三
陸
へ
向
か
っ
て
い
た
の
で

す
。
同
日
午
後
に
は
三
陸
町
に
到
着
し

た
こ
と
が
、「
ガ
ソ
リ
ン
確
保
」
と
の

記
述
に
よ
っ
て
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
三
陸
へ

　

義
援
金
の
み
な
ら
ず
、
三
水
会
会
員

の
皆
様
が
震
災
発
生
直
後
か
ら
現
在
に

様
の
三
陸
を
思
う
気
持
ち
に
は
痛
み
入

り
ま
し
た
。
改
め
て
篤
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

記
憶
よ
り
記
録

　

３
月
11
日
は
海
洋
生
命
科
学
部
学
位

記
授
与
式
の
翌
々
日
で
し
た
。
こ
の
文

章
を
書
き
つ
つ
も
、
大
震
災
に
ま
つ
わ

る
様
々
な
記
憶
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。
記

憶
は
時
の
流
れ
と
と
も
に
曖
昧
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
実
は
色

褪
せ
る
こ
と
の
な
い
記
録
が
残
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
突
然
襲
っ
て
き
た
地
震

と
津
波
に
よ
る
被
災
直
後
か
ら
３
月
30

日
ま
で
の
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
教
職

員
等
の
対
応
の
様
子
、
学
部
が
相
模
原

に
移
動
し
て
か
ら
の
学
生
の
引
っ
越

し
、
教
育
・
研
究
、
学
生
生
活
・
就
職

指
導
、
広
報
・
社
会
教
育
、
管
理
運
営

な
ど
の
貴
重
な
記
録
が
、「
北
里
大
学

農
医
連
携
学
術
叢
書 

第
10
号 

東
日
本

大
震
災
の
記
録
―
破
壊
・
絆
・
甦
生
―
」

陽
捷
之
・
緒
方
武
比
古
・
古
矢
鉄
矢　

編
著
（
養
賢
堂
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
緒
方
武
比
古
・

海
洋
生
命
科
学
部
長
（
現
・
学
校
法
人

北
里
研
究
所
・
理
事
長
代
理
）
が
担
当

さ
れ
た
「
第
３
章　

東
日
本
大
震
災
の

記
録
」
の
「
海
洋
生
命
科
学
部
の
東
日

本
大
震
災
対
応
」
と
題
す
る
一
節
で
被

災
直
後
の
様
子
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

三
水
会
に
よ
る
三
陸
支
援
は
、
あ
る

隣
接
す
る
、
ホ
テ
ル
シ
ー
サ
イ
ド
江
戸

川
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
し

た
。
二
つ
の
講
演
と
そ
の
後
の
交
流
を

予
定
し
た
そ
の
行
事
に
は
、
会
場
が
溢

れ
る
ほ
ど
の
申
し
込
み
を
受
け
て
い
た

の
で
す
が
、
前
日
の
大
震
災
に
よ
る
中

止
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
し
た
。
会

場
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
先
方
の
ご
厚
意

に
よ
り
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
非
常

時
の
倣
い
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
こ
と

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
災
害
発
生

時
に
三
水
会
が
受
け
た
支
援
と
も
い
え

ま
す
。
三
陸
へ
な
ん
ら
か
の
形
で
支
援

を
し
た
い
気
持
ち
は
、
震
災
直
後
か
ら

会
員
の
皆
様
の
中
に
大
な
り
小
な
り
芽

生
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
間
も
な

く
、
三
水
会
で
は
三
陸
の
復
興
に
お
手

伝
い
す
る
た
め
に
、
義
援
金
を
募
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
６
年
が
経
過
し
た
平

成
29
年
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
義

援
金
の
募
集
は
一
旦
停
止
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
１
千
３
百
万
円
を

超
え
る
貴
重
か
つ
多
大
な
ご
芳
志
が
全

国
で
活
躍
中
の
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、「
三
陸
港

祭
り
実
行
委
員
会
」「
越
喜
来
漁
業
協

同
組
合
」「
地
縁
団
体
崎
浜
公
益
会
」

「
越
喜
来
小
学
校
」「
越
喜
来
中
学
校
」

に
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
復
興
、

な
ら
び
に
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
児

童
・
生
徒
の
育
成
の
お
役
に
立
て
ば
と

思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆

ま
ぼ
ろ
し
の
三
水
会
創
設
30
周
年
記
念

行
事
と
災
害
支
援

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
大
地
震
、
そ

れ
に
続
く
大
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害

は
、
三
水
会
会
員
の
皆
様
の
記
憶
か
ら

消
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

日
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
、
難
を
免
れ
た

学
生
の
心
中
は
如
何
ば
か
り
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
新
聞
、ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
現
場
か
ら
は
る
か
遠

く
に
離
れ
て
い
て
も
逐
次
伝
わ
っ
て
く

る
三
陸
の
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た

惨
状
に
、
卒
業
生
の
皆
様
は
心
を
痛
め

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
（
写
真
１
）。

　

平
成
23
年
３
月
12
日
（
土
）
に
は
、

三
水
会
創
設
30
周
年
記
念
『
講
演
会
お

よ
び
懇
親
会
』
を
葛
西
臨
海
水
族
園
に

義
援
金
御
礼
〜
第
二
の
ふ
る
さ
と
、

三
陸
へ
の
気
持
ち

三
水
会
会
長　

高
橋　

明
義

三陸駅からの被災した越喜来小学校。
海に近いことが分かる。
水石博彦（10期生）、平成23年3月30日撮影
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す
。
越
喜
来
小
学
校
も
完
成
し
、
新
し

い
校
舎
か
ら
中
学
校
に
通
う
生
徒
達
で

す
が
、
管
内
で
一
番
新
し
い
校
舎
か
ら

一
番
古
い
本
校
（
昭
和
33
年
完
成
）
に

通
う
の
は
、
何
よ
り
も
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
対
応
能
力

に
は
驚
い
て
い
ま
す
。
と
て
も
元
気
に

日
々
の
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
で
も
震
災
時
の
映
像
を

観
る
こ
と
で
、
あ
の
時
が
蘇
り
ま
す
。

学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
や
は
り
、
心

の
ケ
ア
が
最
大
の
課
題
と
捉
え
て
い
ま

す
。
幸
い
に
も
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
や
復
興
加
配
と
い
う
こ
と

か
ら
教
職
員
も
定
数
よ
り
も
２
名
多
く

頂
い
て
い
る
こ
と
な
ど
手
厚
い
指
導
も

出
来
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
中
で
、
昨

年
度
、
父
親
を
震
災
で
亡
く
し
た
生
徒

が
「
命
を
守
る
人
に
な
る
」
と
題
し
た

作
文
を
出
品
し
、「
岩
手
県
教
育
委
員

会
教
育
長
賞
」
に
輝
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
が
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
の

は
、
こ
の
作
文
の
中
で
父
親
の
思
い
出

を
綴
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
最
も
辛

く
悲
し
か
っ
た
遺
体
と
対
面
し
た
こ
と

ま
で
表
現
で
き
た
こ
と
で
す
。
時
間
は

か
か
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
心
も

前
向
き
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
心
の
復
興
に
は
、
も
ち
ろ

ん
地
域
の
方
々
の
力
が
大
き
い
で
す
。

過
日
の
運
動
会
に
お
い
て
は
雨
天
の
た

め
に
４
日
間
も
延
期
し
ま
し
た
が
、
校

躍
に
校
内
が
大
い
に
沸
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
多
額
の
義
援
金
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

頂
戴
し
ま
し
た
義
援
金
は
、
子
ど
も

達
の
教
育
環
境
整
備
並
び
に
教
育
活
動

の
支
援
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま

た
、
陸
上
競
技
の
東
北
大
会
は
青
森
市

で
行
わ
れ
る
た
め
、
遠
征
費
等
な
ど
に

も
充
て
る
他
、
各
種
大
会
の
必
要
経
費

と
し
て
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
西
尾
徹
副
会
長
様
、
同
窓
会

の
及
川
善
裕
様
に
は
遠
路
足
を
お
運
び

頂
き
、
震
災
前
の
越
喜
来
小
・
中
学
校

の
事
や
北
里
大
学
の
学
生
さ
ん
が
沢
山

い
ら
し
た
頃
の
話
を
懐
か
し
く
交
わ
す

こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
重
ね
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

あ
の
日
か
ら
既
に
６
年
が
経
過
致
し

ま
し
た
。
三
陸
駅
か
ら
公
民
館
、
そ
し

て
、
越
喜
来
中
学
校
ま
で
の
県
道
は
、

何
度
も
迂
回
さ
せ
な
が
ら
も
少
し
ず
つ

完
成
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
以
前
は
、

公
民
館
を
横
に
見
な
が
ら
車
を
走
ら
せ

て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
道
路
は
公
民

館
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
走
り
ま
す
。
崎

浜
方
面
か
ら
来
る
と
一
時
停
止
が
あ
り

甫
嶺
、
浦
浜
の
道
に
な
り
ま
す
。
崎
浜

出
身
の
私
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
不
便

を
要
す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
三
陸
鉄

道
と
並
行
す
る
道
が
優
先
に
な
る
の

は
や
む
を
得
な
い
事
と
諦
め
て
い
ま

　

天
気
の
良
い

日
は
、
陽
光
に

越
喜
来
湾
が
白

く
輝
き
、
本
格

的
な
夏
の
訪
れ

が
感
じ
ら
れ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
北
里
大
学
海
洋

生
命
科
学
部
三
水
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
越
喜
来
中
学
校
の
生
徒
数

は
47
名
。
入
学
生
徒
は
わ
ず
か
13
名
で

し
た
。
か
つ
て
は
、
各
学
年
共
に
３
学

級
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
者
は
、
越
喜

来
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
現
象
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

去
る
、
７
月
２
日
に
は
、
通
信
陸
上

県
大
会
が
北
上
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
校
で
は
、
わ
ず
か
３
名
が
地
区

大
会
を
勝
ち
上
が
り
出
場
し
ま
し
た
。

女
子
共
通
走
り
高
跳
び
に
出
場
し
た
３

年
生
が
、
１
メ
ー
ト
ル
48
セ
ン
チ
を
飛

び
、
４
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
４
位
ま
で
が
東
北
大
会
出
場
権

を
得
ら
れ
る
の
で
す
が
、
見
事
に
そ
の

出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月
曜
日
の
全
校
朝
会
に
お
い
て
は
、
全

校
生
徒
や
教
職
員
の
祝
福
を
受
け
、
活

い
た
る
ま
で
、
有
形
無
形
の
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
活
動
を
続
け
て
き
て
い
る
こ
と

は
、
報
道
な
ど
で
も
仄
聞
す
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
人
知
れ
ず
地
道
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
会
員
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
三
陸
は
変
貌
を
遂

げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
小
学
校
は
越
喜
来

駐
在
所
の
裏
山
を
切
り
拓
い
た
高
台
に

新
築
移
転
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
２
）。

校
歌
の
一
節
「
海
と
山
と
を
友
と
し

て
」
は
、
時
と
し
て
厳
し
す
ぎ
る
、
三

陸
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
び
の
び
育

つ
児
童
の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
三
水
会
は
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
の

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
三
陸
を
向
い
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
か
か
わ
る
ご
支

援
に
つ
い
て
の
御
礼

大
船
渡
市
立
越
喜
来
中
学
校

校
長　

西
村　

文
利
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朝
早
く
か
ら
と
事
後
の
片
付
け
と
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
親
睦
会
に

ご
賛
同
頂
き
、
ご
参
加
下
さ
っ
た
会
員

の
皆
様
に
対
し
て
、
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
、
今
回
の
親
睦
会

の
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
３
月
10
〜
12
日
の
３
日

間
。
東
京
・
神
田
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
エ
ッ

サ
ム
神
田
」
に
て
開
催
し
た
〜
写
真

展
・
俺
の
三
陸
〜
に
つ
い
て
三
水
会
の

皆
様
へ
の
ご
報
告
。

〈
開
催
の
き
っ
か
け
〉

　

震
災
以
降
、
旧
三
陸
町
の
海
で
「
海

底
清
掃
」
を
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
き
た
北
里
大
学
水
産
学
部

（
現
・
海
洋
生
命
科
学
部
）
卒
業
生
有

付
後
、
昼
食
・
正
午
ま
で
の
２
時
間
半
、

最
初
は
日
差
し
の
強
さ
と
子
供
も
い
る

こ
と
か
ら
、
１
時
間
程
度
で
切
り
上
げ

て
、
親
睦
会
・
昼
食
会
の
会
場
と
し
て

借
り
切
っ
て
い
た
海
の
家
で
く
つ
ろ
ご
う

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
潮
干
狩
り
場
で
あ
る
浅
瀬

に
出
て
み
る
と
、
海
風
が
思
い
の
ほ
か

心
地
よ
く
、
サ
ン
ダ
ル
履
き
の
足
に
時

折
海
水
が
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
て
以
外

に
涼
し
く
感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
初
め
て

の
潮
干
狩
り
で
し
た
が
、
熊
手
で
潮
の

引
い
た
砂
浜
を
掘
っ
て
み
る
と
、
大
粒
の

ア
サ
リ
と
、
時
に
は
ハ
マ
グ
リ
も
獲
れ
る

こ
と
に
夢
中
と
な
り
、
更
に
子
供
た
ち

は
子
供
た
ち
で
ア
サ
リ
だ
け
で
な
く
、

ヤ
ド
カ
リ
や
小
さ
な
カ
ニ
を
見
付
け
る

こ
と
に
も
没
頭
し
、
気
が
付
く
と
午
前

11
時
半
を
回
っ
て
お
り
、
大
人
一
人
２
ｋ

ｇ
ま
で
の
持
ち
帰
り
を
十
分
に
満
た
す

量
の
ア
サ
リ
が
獲
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
昼
食
会
は
、
高
橋
三
水
会

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
三
水
会
で
事

前
手
配
の
幕
の
内
弁
当
を
家
族
毎
に
満

喫
後
、
折
々
で
会
員
同
士
の
近
況
報
告

や
昔
話
の
花
が
咲
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

西
尾
副
会
長
の
中
締
め
の
挨
拶
の
後

は
、
三
三
五
五
の
解
散
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
笑
顔
で
帰
っ
て
い
か
れ
大
変

楽
し
ま
れ
た
ご
様
子
で
し
た
。

　

本
親
睦
会
を
担
当
さ
れ
た
三
水
会
事

務
局
、
三
水
会
役
員
の
諸
先
輩
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
事
前
準
備
、
当
日
も

す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
里
大

学
海
洋
生
命
科
学
部
三
水
会
の
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
北
里
大

学
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
が
図
ら
れ

ま
す
こ
と
、
そ
し
て
、
子
ど
も
達
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
今
後
と
も
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
書
面
に
て
御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
８
日
（
土
）
千
葉
県

木
更
津
市
牛
込
海
岸
に
お
い
て
、
平
成

29
年
度
三
水
会
関
東
地
区
親
睦
会
と
し

て
木
更
津
市
牛
込
海
岸
に
お
い
て
潮
干

狩
り
と
昼
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
総
勢
75
名

も
の
三
水
会
員
と
そ
の
ご
家
族
の
方
々

に
参
加
頂
き
ま

し
た
。

　

我
が
家
は
夫

婦
と
子
供
た
ち

と
計
５
人
で
参

加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
午

前
９
時
半
の
受

庭
に
巻
く
砂
や
お
が
く
ず
を
ト
ラ
ッ
ク

で
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
運
動
会

当
日
の
早
朝
、
大
型
の
ロ
ー
ラ
ー
で
整

地
し
て
の
運
動
会
の
実
施
が
で
き
ま
し

た
。
運
動
会
で
は
、「
大
漁
唄
い
込
み
」

を
全
校
生
徒
で
唄
い
踊
り
ま
す
。
文
化

祭
で
は
、
崎
浜
の
念
佛
剣
舞
、
浦
浜
の

念
仏
剣
舞
、
甫
嶺
の
獅
子
舞
を
披
露
し

ま
す
。
そ
の
指
導
と
当
日
の
準
備
に

は
、
生
徒
数
を
上
回
る
地
域
や
保
護
者

の
方
々
が
来
校
し
ま
す
。
地
域
の
方
々

も
ま
た
こ
の
郷
土
芸
能
を
通
し
子
ど
も

達
の
元
気
な
姿
を
見
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
以
降
、
復
興
教
育
が
県
内
の
小

中
学
校
に
お
い
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
越
喜
来
の
子
ど
も
達
は
、
実

際
に
復
興
に
携
わ
る
人
々
を
見
な
が

ら
、人
と
人
と
の「
か
か
わ
り
」や「
命
」

の
大
切
さ
を
感
じ
る
心
が
出
来
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、「
感
謝
」
す
る
心
が

育
っ
て
い
る
か
ら
と
感
じ
て
い
ま
す
。

支
援
頂
く
方
々
に
は
、「
感
謝
」
と
同

時
に
目
標
を
持
ち
続
け
、
夢
を
抱
き
続

け
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
ん
で
い

ま
す
。
越
喜
来
の

子
ど
も
達
が
、
力

強
く
、
た
く
ま
し

く
、
ま
た
、
い
つ

ま
で
も
心
優
し
く

育
っ
て
ゆ
く
姿
を

ど
う
ぞ
見
守
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま

三
水
会
関
東
地
区
親
睦
会
に
参

加
し
て水

産
学
部
水
産
食
品
学
科
28
期

　

安
孫
子　

信
吾

写
真
展
〈
俺
の
三
陸
〉
の
開
催

を
終
え
て？

学
科
？
期　

岡
野　

伸
行
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生
が
入
部
し
、
男
子
55
名　

女
子
26
名

の
総
勢
81
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
震

災
後
、
相
模
原
へ
移
転
し
て
か
ら
、
伊

豆
半
島
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
、

様
々
な
海
に
潜
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

潜
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
終
わ
ら
ず
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
ス
キ
ル
の
反
省
点
を
話
し

合
っ
た
り
、
実
際
に
見
た
生
物
を
調
べ

た
り
す
る
な
ど
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が

自
立
し
た
ダ
イ
バ
ー
に
な
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
か
つ
て
海
洋
生
命
科
学
部

が
あ
っ
た
三
陸
を
一
度
は
潜
る
べ
き
」

と
思
い
、
現
在
の
三
陸
臨
海
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
毎
年
夏
休
み
に

三
陸
合
宿
を
行
い
、
普
段
潜
る
海
と

違
っ
た
環
境
、
生
態
系
を
楽
し
み
な
が

ら
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
の
清
掃
活
動
や
小
学
校

の
プ
ー
ル
講
習
、
関
東
学
生
潜
水
連
盟

の
フ
リ
ッ
パ
ー
大
会
に
参
加
す
る
な

ど
、
外
部
の
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
中
で
も
フ
ィ
ン
を
つ
け
て
の
タ

イ
ム
を
競
う
フ
リ
ッ
パ
ー
大
会
で
は
、

昨
年
２
位
に
入
賞
す
る
な
ど
結
果
を
残

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
三
陸
か
ら
相

模
原
へ
活
動
を
移
し
た
か
ら
こ
そ
出
来

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ら
れ
る

の
は
、
相
模
原
へ
移
っ
て
か
ら
部
の
基

盤
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
、
ご

陸
出
身
の
方
に
も
訪
れ
て
頂
い
た
事
は

予
想
外
。
学
生
と
の
関
わ
り
や
思
い
出

話
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
頂
き
、
写
真

を
眺
め
る
際
に
は
涙
を
流
さ
れ
る
方
も

見
ら
れ
、「
写
真
を
提
出
し
て
く
れ
た

元
学
生
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
」
と
言

わ
れ
た
事
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

 

こ
の
度
は
、
三
水
会
準
会
員
活
動
助

成
金
を
交
付
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
海
洋
生
命

科
学
部
北
里
会
潜
水
部
の
活
動
を
評
価

し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。
部
員
一
同
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
現
在
、
46
期
と
な
る
１
年

〜
。
Ｏ
・
Ｇ
諸
氏
に
は
申
し
訳
な
い
想

い
も
あ
る
が
、北
里
大
学
水
産
学
部（
あ

え
て
旧
学
部
名
）
の
歴
史
に
お
い
て
、

男
所
帯
で
あ
っ
た
時
代
が
長
く
「
俺
」

を
主
語
に
さ
せ
た
貰
っ
た
。
１
枚
１
枚

の
写
真
の
被
写
体
の
多
く
は
「
俺
」。

　

俺
の
集
ま
り
だ
か
ら
〜
俺
た
ち
の
三

陸
〜
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
ど
彼

の
地
で
輝
い
た
無
数
の
「
俺
」
の
青
春

を
大
切
に
し
た
か
っ
た
。

〈
開
催
期
間
中
の
様
子
〉

　

開
催
初
日
と
な
る
３
月
10
日
。ス
タ
ッ

フ
は
８
時
半
に
設
営
開
始
。
ど
こ
と
な

く
港
町
を
感
じ
ら
れ
る
飾
り
付
け
に

し
、写
真
は
年
代
別
展
示
を
ベ
ー
ス
に
、

「
崎
浜
」「
浦
浜
」
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
け
て
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
作
っ
た
。

　

一
通
り
の
設
営
を
終
え
開
館
と
な
る

14
時
ま
で
の
間
、
会
場
内
を
ス
タ
ッ
フ

み
ん
な
で
見
て
回
っ
た
。
そ
し
て
い
ざ

開
館
。
初
日
は
平
日
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
予
想
外
の
人
出
。
開
催
２
日
目

の
３
月
11
日
14
時
46
分
に
は
三
陸
の
方

角
に
向
か
っ
て
、
会
場
内
に
い
た
全
て

の
人
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

開
催
期
間
中
は
ス
タ
ッ
フ
の
予
想
を

上
回
る
３
０
０
名
を
超
え
る
方
が
訪
れ

た
。
会
場
内
の
そ
こ
か
し
こ
で
「
久
し

ぶ
り
〜
」
と
か
「
元
気
〜
？
」
な
ど
旧

友
を
温
め
合
う
姿
も
見
ら
れ
、
プ
チ
同

窓
会
の
様
に
な
っ
て
い
た
事
は
ス
タ
ッ

フ
の
目
論
見
通
り
。
し
か
し
多
く
の
三

志
の
団
体
「
リ
ト
ル
越
喜
来
」
で
の
集

ま
り
で
の
事
。
震
災
か
ら
５
年
が
経
過

し
海
底
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
つ

の
節
目
を
迎
え
た
頃
。
何
気
な
く
「
学

生
時
代
に
撮
っ
た
写
真
っ
て
貴
重
だ
よ

ね
」
と
言
っ
た
趣
旨
の
話
に
な
り
「
そ

れ
を
集
め
て
写
真
展
が
で
き
た
ら
最
高

だ
ね
。」と
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
折
、

海
底
清
掃
の
発
起
人
で
も
あ
る
山
本
浩

司
君
が
開
口
一
番
「
や
り
ま
し
ょ
う

よ
！
」
と
。
そ
こ
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
繰
り
返
し
、
写
真
の
募
集
を
開
始
す

る
に
至
っ
た
。
あ
の
震
災
を
受
け
、
多

く
の
卒
業
生
が
望
郷
の
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
実
に
１
０
０
０
点
を
超
え
る
写
真

が
集
ま
っ
た
。

〈
企
画
意
図
と
タ
イ
ト
ル
に
込
め
た
思
い
〉

　

お
よ
そ
７
０
０
０
人
も
の
学
生
が
三

陸
に
青
春
を
捧
げ
た
。
そ
の
学
生
時
代

に
数
々
の
写
真
が
撮
ら
れ
た
が
、
そ
の

被
写
体
の
殆
ど
は
学
生
の
姿
。
だ
け
ど

そ
の
背
後
に
映
る
船
、
街
並
み
、
家
、

人
、
干
さ
れ
た
網
等
が
今
と
な
っ
て
は

地
元
の
人
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い

が
企
画
・
実
行
を
後
押
し
し
た
。
一
枚

一
枚
は
本
当
に
何
気
な
い
三
陸
で
の
生

活
の
一
瞬
を
切
り
取
っ
た
も
の
。
写
真

を
選
ぶ
際
、
一
人
一
人
が
三
陸
の
事
を

思
い
出
す
「
そ
の
時
間
」
を
大
切
に
し

て
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

　

写
真
展
の
タ
イ
ト
ル
は
〜
俺
の
三
陸

平
成
29
年
度
三
水
会
準
会
員
活

動
助
成

海
洋
生
命
科
学
部
北
里
会

潜
水
部
主
将　

３
年　

林
田　

峻
平
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指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
朝
日
田
先
生
、

そ
れ
を
支
え
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
改
め

て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
に
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
世
代
を
超
え
た
繋
が
り
が
深
ま

り
、
よ
り
一
層
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
設
立
当
時
か
ら
の
意

志
や
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
現
在
の

潜
水
部
の
活
動
を
更
に
開
拓
し
、
一
歩

ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
多
々
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
安

全
潜
水
を
第
一
と
し
て
活
動
に
励
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　九州北部豪雨の被害をはじめ今年も各地で異常気象による災害が発生しています。被害
に遭われた方々には、この場を借りてお見舞い申し上げます。地震や異常気象などこの数
年天災による災害が多くみられます。会員の皆様も身の回りの災害には十分注意していた
だきたいと思います。
　今年は久々に関東地区親睦会を開催いたしました。久方ぶりの開催にもかかわらず60名
を超える皆様にご参集いただき、楽しいひと時を過ごすことができました。今後も３年に
１度くらいのペースで開催する予定でおります。ぜひ、多くの会員の方々にご参加いただ
き、旧交を温めたり、世代を超えての新たな出会いの場となればと思います。

■ 2017年北里祭
　相模原キャンパスにて11月４日（土）、５日（日）開催されます。

■ 平成29年度三水会関西地区親睦会案内
開 催 日 時：11月11日（土）18：30～
開 催 場 所：ＪＲ大阪駅　ルクアイーレ10 F「GOOD PROVISION」
会　　　費：4,000円
内　　　容：学校法人北里研究所常任理事：緒方武比古先生・海洋生命学部より講師そしてこの春、退官なさった加戸隆介

先生をお迎えしての懇親会。
＊後日、関西地区在住の会員の皆様には案内葉書を送付します。

■ 大村智先生　講演会のご案内
　北里大学同窓会創立50周年記念事業の一環として、2015年ノーベル生理学・医学賞を受賞された北里大学特別栄誉教授
大村智先生の講演会を、下記により開催いたします。　
　なお、応募方法は北里大学同窓会会報（平成29年９月発行）とホームページでご案内します。
日　　　時：平成29年11月23日（木）［祝日・勤労感謝の日］
　　　　　　15時10分～16時30分
場　　　所 ：北里大学白金キャンパス 薬学部コンベンションホール
講　演　者 ：北里大学特別栄誉教授　大村　智　先生
演　　　題：「私の歩んできた道」※中高生にもわかりやすい内容になっております。
応 募 方 法：応募方法は北里大学同窓会会報（平成29年９月発行）とこちらのホームページでご連絡致します。
応募対象者：北里大学同窓会会員と同伴者１名までとします。
定　　　員 ：200名
　定員に達した時点で締切りとさせていただきますので、ご了承下さい。

■ 三水会北海道地区親睦会案内
日　　　時：平成30年２月17日（土）17時から
場　　　所：ネストホテル札幌駅前（旧チサンホテル・前回と同じホテルです）
　　　　　　札幌市中央区北２条西２丁目９（TEL：011-222-6611）
会　　　費：5.000円
内　　　容：北里大学名誉教授加戸隆介先生講演会・懇親会・ビンゴゲーム大会
申込問合せ：E-mail：information@kitasato-sansuikai.jp　TEL：0120-873-135
＊案内状は北海道内在住の卒業生に年内に発送しますが、案内状が届かない方、また、道外から参加をご希望する方は、
事務局までご連絡ください。

編
集
後
記
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